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1 はじめに

近年、ICT(情報通信技術)の発展により大学などの高

等教育機関で ICTを教育に活用するようになり、遠隔

講義の普及も進んでいる [1]。しかし、現在の遠隔講義

には講師と学生のコミュニケーションが容易でないと

いう問題がある。それを解決するために、本研究では、

LMSを用いた遠隔講義におけるコミュニケーション促

進手段を提案する。

2 遠隔講義におけるコミュニケーション

遠隔講義では、恥ずかしさのために学生が講義中に質

問をすることが困難である、講師と学生の対話が困難で

ある、対面講義と比べて学生の様子が伝わりにくいなど

の問題がある。現在の遠隔講義においては、講師と学生

間のコミュニケーション手段として、チャットシステム

や電子掲示板などのインターネットコミュニティを活用

している [2]。しかし、講師が用意したチャットシステ

ムや電子掲示板は敷居が高く利用しにくいなどの問題

もある。これらの問題を解消するために学生が利用しや

すいインターネットコミュニティを備えている LMSや

ブログ、SNSをコミュニケーション手段として利用する

のも一つの解決法であると考えられる。

3 提案手法

通常の遠隔講義では教室全体を映しているため、学生

一人一人の様子が分かりにくく学生との対話が困難で

あった。また、遠隔講義中では学生が質問や発言を恥ず

かしさのためにしにくいという問題があった。本研究で

は、Web会議システム、チャットや掲示板の機能を備え

た LMSを利用した遠隔講義を行い、遠隔講義における

コミュニケーションの問題を解決するための手法を提案

する。この手法により講師が学生の様子を見ることがで

き、学生との対話が可能で学生は質問や発言を容易にす

ることができる。今までの LMSは遠隔講義のサポート

として利用されてきたが、本研究では LMSをコミュニ

ケーションツールとして遠隔講義内で利用することを前

提とする。本研究の評価は、質問のしやすさ、学生の様

子が伝わるかなどいくつかのアンケートを用意し評価

する。

4 実験方法、結果

本実験では LMSとしてオープンソースのMoodleを

利用して遠隔講義を行う。講義は、Moodleとテレビ会

議システムを連携させ、会話にはヘッドセットを利用す

る。被験者は講師と学生に分かれ、講師はWebカメラ

を通して学生を確認することができ、学生は講師だけが

見えるようにする。講師は、チャットとテレビ会議を併

用して講義を進めていき、学生は質問がある場合チャッ

トもしくはマイクで質問をする。図 1は実際にMoodle

のプラグインを用いて実験を行っている講師側の様子で

ある。

図 1 プラグインを用いたテレビ会議

LMSを用いた遠隔講義の評価としては、質問や発言

が容易な人はマイクを使い、質問や発言が苦手な人は、

講師とプライベートチャットを利用することで匿名での

質問や発言ができ質問や発言が容易になった。さらに、

講師側は学生全員の顔が確認できるため、学生の様子が

伝達されやすくなった。また、テレビ会議システムの操

作性について出された意見については今後検討する必

要がある。

5 まとめ

ICTの発展により遠隔講義も普及されたが、講師と

学生のコミュニケーションが容易でないという問題も発

生した。そこで本研究では、LMSを利用した遠隔講義

を提案し、提案手法に基づいた実験を行い、アンケート

調査を行った。アンケートの結果、提案手法を用いるこ

とで質問や発言が容易になり、講師も学生の様子が感じ

やすくなったことが分かった。本研究の提案手法は遠隔

講義におけるコミュニケーション促進手段に有効である

とういう結果が得られた。　
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